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Ⅴ．特記事項 

 

1．新長崎学研究センターの活動 

本学は、世界都市長崎に立地する特性を生かし、建学の精神に基づく大学のブランドの

確立、及びグローバル人材育成による地域貢献の促進を目的として、2016（平成 28）年

に全教職員と外部の客員研究員から構成される新長崎学研究センターを設立した。本セン

ターは、建学の精神であるキリスト教精神、外国語・外国文化、国際平和、長崎学に係る

研究の深化を通じて、地域の文化資源に付加価値を生み出し、これを広く地域・グローバ

ル社会に還元することを目指している。 

本センターは日本における語学教育発祥の地長崎に所在の大学として、外国語学と外国

文化の歴史を調査・発掘・研究するために、関係する研究者による研究集会を毎年 3 回実

施してきた。その成果は市民公開講座や展示会等を通して地域社会に還元されている。

2020（令和 2）年度には、大学開学 20 周年記念・長崎英学 162 周年記念事業として「長

崎の英語・英語教育講演会」を開催し、また、キリスト教精神の普及と日本における実学

教育の促進に大きく寄与した宣教師ギド・フルベッキに係る市民公開講演会を実施した。 

更に、新長崎学研究叢書第 1 巻『長崎英学史』（2020（令和 2）年発刊）、同第 2 巻『外

国語教授法のフロンティア』（2021（令和 3）年発刊）を刊行した。また本センターは本

学のステークホルダーとなる卒業生・市民や企業からの寄付金、及び各種の補助金を活用

して新長崎学研究に資する貴重古典図書・古写真・古地図等の収集に努め、地域になくて

はならないプロテスタントキリスト教、外国語・外国文化、世界平和の知的資源、等の集

積センターとしての努力を続けている。 

 

2．地域への貢献活動：社会連携センターの運営 

本学は、社会との連携について総合的な施策を策定するとともに、その実施について中

心的な役割を果たすことにより、本学における社会との連携を推進し、本学の社会貢献並

びに教育研究の発展に寄与することを目的として、2012（平成 24）年に社会連携センタ

ーを設置した。 

主な活動実績としては、まず高大連携として高校生の参加による「英語ボキャブラリー

コンテスト」の運営がある。このほか、市民公開講座・語学セミナーの開催、児童の英会

話学習や平和学習・スピーチコンテスト等に係る講師・審査員の派遣、外国語講座の実施、

地域住民と本学に在籍する外国人留学生との交流の推進、警察職員・税関職員等の職場単

位の語学研修への講師派遣、等がある。 

また、毎年 8 月 9 日に長崎市が実施する平和祈念式典には、本邦所在の外国大使館・公

館等からの列席者の通訳・アテンドとして本学学生ボランティアを派遣しており、この他

にも、地域の中学生による英語被爆体験講話発表会の学内開催による外国人留学生との交

流事業、地域におけるハザードマップの多言語翻訳等、地域社会のグローバル化に貢献す

る連携事業を実施し、事業件数は近年増加傾向にある。 


